
 

廃漁網素材から製造した鞄の発表会に参加 

 

モリト株式会社は 2021年 7月 20日、公益財団法人日本財団（東京都港区）が主催した

「廃漁網素材から製造した鞄の発表会 ～海洋ごみ問題への解決糸口～」に参加いたしました。

発表会では、当社のサステナブル関連プロジェクト「C.O.R.E.（コア）」が新たに開発した廃漁網リ

サイクル素材でできた生地を採用した新作の豊岡鞄Ⓡが披露されました。 

トークセッション「企業間アライアンスの成果と廃漁網を素材とした鞄作り（アップサイクル）に向け

た各社の取り組み」では、各社の活動が紹介され、今後の課題が共有されました。パネリストの一人

として当社執行役員 事業戦略本部の森弘義も登壇し、豊岡鞄Ⓡとの協働や「C.O.R.E.」の取り

組みについてお話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会の冒頭では、公益財団法人日本財団 笹川陽平会長による海洋汚染への問題提起、

また、小泉進次郎環境大臣による本取り組みに寄せる期待と激励の言葉がありました。当社と協

働を進める兵庫県鞄工業組合の由利昇三郎理事長もまた、取り組みにかける思いを述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースリリース 

写真：廃漁網再生生地を使用した豊岡鞄Ⓡ 

写真：廃漁網再生生地を使用した豊岡鞄Ⓡを持つ（左から）女優の鉢嶺杏奈氏、 

日本財団の笹川会長、小泉環境大臣、兵庫県鞄工業組合の由利理事長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トークセッションでは、NPO法人グリーンズ理事 編集長の兼松佳宏氏の進行のもと、下記のパネリ

ストが議論を交わしました。※以下五十音順 

海野光行氏（公益財団法人日本財団 常務理事） 

加志村竜彦氏（リファインバース株式会社 常務取締役） 

鉢嶺杏奈氏（消費者代表：女優・タレント） 

堀口瑞穂氏（一般社団法人 Alliance for the Blue 代表理事） 

増田大輔氏（住江織物株式会社 経営企画室 グループリーダー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モリト株式会社 執行役員 事業戦略本部 森弘義 

  「 リファインバース社様とは約 2年前、廃漁網の再生ナイロンを使ったアパレル資材の共同開発 

をスタートいたしました。糸付けボタンやコードストッパー、テープ、紐類、そして今年、生地が完 

成しました。試行錯誤を経て、兵庫県鞄工業組合様へ多様な資材をご提供できたと自負して 

おります。私たちがこだわったのは、リファインバース社様の再生ペレット REAMIDE™の使用比 

率を明確化すること、そして、機能とデザイン性を重視することです。デザイン性によってさらなる 

付加価値を創造し、消費者の皆様が長く使いたくなるような製品の実現を目指しました。 

本日、実際に完成したすばらしく美しい鞄の数々を拝見し、感動いたしました。」※要約 



 

廃漁網をアップサイクルしたアパレル資材を展示 

会場には、原料となる廃漁網や再生ペレット REAMIDE™、当社が廃漁網素材から作った糸付

けボタンやコードストッパー、テープ・ゴム類、生地も展示いたしました。今後も様々な商品、商材への

展開を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃漁網から生まれた「豊岡鞄Ⓡ」 10 月 1日発売 

廃漁網を再生した REAMIDE™繊維を使い、「海を守りたい」 という思いが込められたブルー

（海の色）を基調とした「豊岡鞄Ⓡ」が発売されます。当社は、廃漁網からなる REAMIDE™繊維

を 25%以上使用した生地、テープを提供しております。 

 

 

 

 

 

 

 



 

兵庫県鞄工業組合 由利昇三郎理事長 

 「兵庫県豊岡市の地場産業である豊岡鞄Ⓡは、

“長く大切に使ってもらえる鞄づくり”を基軸とした

ブランドです。昨今の使い捨て社会から、我々が

時間と思いを込めて作った鞄を丁寧に大切に使

っていただけるような持続可能な社会の実現に

向けて、企業としての責任を果たすため、廃漁網

から再生した生地で鞄を作りました。海のごみを

無くしたいという思いから美しい海をイメージし、新しく水色と濃い紺色の 2色を選びました。」※要約 

 

 

深刻な海洋プラスチックごみ問題 

環境省が 2016 年度に行った漂着ごみのモニ

タリング調査では、漂着ごみ（プラスチック類のみ）

の種類別割合の 40％以上が「漁網、ロープ」で

あったことが発表され、こうした廃漁網は“ゴースト

ネット”とも呼ばれ、海洋生物を傷付けています。

このような現状に対し、私たちは行動を起こして

いきたいと考えています。       

【参考】環境省資料：https://www.env.go.jp/water/marirne_litter/conf/02_02doukou.pdf 

 

 

 

モリトグループ サステナブルな社会の実現を目指して 

当社は 2021 年 1月 14日、製品の製造 

過程において環境に配慮したプロセスの採用、 

また、海洋プラスチック問題の一つといわれている 

廃漁網を原材料とする服飾資材等、新製品の 

開発と販売に向けた取り組み「C.O.R.E.」（コア）  

を始動いたしました。  

C.O.R.E. （Committed to Our Resources and Environment／意味：モリトグループ

の環境へのコミット）は、サステナブル／Eco-friendly 商品の中でもより環境へのやさしさに特化し

た商品であり、モリトグループが規定した、C.O.R.E.基準（原料またはプロセス）を順守した商品の

みに使用するブランドです。 

◆C.O.R.E.公式ウェブサイト：http://www.morito.co.jp/core/ 

 

https://www.env.go.jp/water/marirne_litter/conf/02_02doukou.pdf
http://www.morito.co.jp/core/


 

【発表会当日の様子について】 

この発表会は、公益財団法人日本財団公式 YouTube からライブ配信されました。 

下記 URL よりご覧いただけます。 

◆YouTube 「廃漁網素材から製造した鞄の発表会」：  

https://www.youtube.com/watch?v=20Du532Y9UY 

 

 

 

【商標について】 

豊岡鞄Ⓡは 2006 年に地域団体商標として認定した兵庫県鞄工業組合の登録商標です。 

 

 

 

 

 
【本件に関するお問い合わせ先】   

モリト株式会社 事業戦略本部 

Mail: core@morito.co.jp      Tel: 06-6252-3559 

https://www.youtube.com/watch?v=20Du532Y9UY
mailto:core@morito.co.jp

